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コールピックアップ（Call Pickup）
コールピックアップ機能を使用すると、ユーザは自分のグループ内の着信コールをピックアップ

できます。ディレクトリ番号はコールピックアップグループに割り当てられ、Cisco Unified
Communications Managerは自動的に適切なコールピックアップグループ番号にダイヤルします。
ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答します。

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピック

アップできます。ユーザがグループピックアップ番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選
択すると、Cisco Unified Communications Managerは自動的に適切なコールピックアップグループ
番号にダイヤルします。

他のグループピックアップ機能を使用すると、ユーザは自分のグループに関連付けられているグ

ループ内の着信コールをピックアップできます。ユーザが [その他のピックアップ（OtherPickup）]
を選択すると、Cisco Unified Communications Managerは関連グループの着信コールを自動的に検
索します。

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは電話番号への着信コールをピック

アップできます。ユーザが電話番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco
Unified Communications Managerは着信コールを接続します。

コールピックアップの設定の詳細については、Cisco Unified Communications Managerの関連する
マニュアルにあるコールピックアップのトピックを参照してください。
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コールピックアップ通知

着信コールが複数ある場合は、「Call(s) available for pickup（コールがピックアップ可能）」とい
う通知が表示されます。ユーザがコールを選択すると、グループ内で最も長いコールに応答が返

されます。

デスクフォンモード

デスクフォンモードでは、次の制約事項が適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager通知設定は、ピックアップグループではサポートされ
ていません。「CallerA -> CallerB」というコールピックアップ通知が表示されます。

• Cisco Unified Communications Managerでの音声と映像の設定はサポートされていません。ビ
ジュアルアラートが常に表示されます。

共用回線の動作

共有回線にデスクフォンと CSFソフトフォンがあるユーザの場合は、次の制限が適用されます。

•使用可能なコールがない場合にソフトフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
デスクフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

•使用可能なコールがない場合にデスクフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
ソフトフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

関連グループのメンバーでないユーザ

ユーザが関連グループのメンバーではないときに、別のピックアップグループにコールが着信し

た場合：

•ダイレクトコールピックアップ機能を使用して着信コールをピックアップできます。

•グループピックアップ機能は動作しません。

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動作

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動

作は、次のとおりです。

•無効な番号を入力

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウが表示され、即座にアナンシエータが聞こえま
す。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウ、速いビジー音、またはアナンシエータの後に速
いビジー音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

•有効な番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない
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ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ

セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。
•

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•関連グループの電話番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ
セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•同じ Cisco Unified Communications Managerに属し、関連グループにはない電話の電話番号を
入力します。

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音、エラーメッセージ「Pickup
faile（ピックアップ失敗）」。

•有効なグループの 1番目の電話番号を入力

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示、15秒後にアナ
ンシエータ、それに続いて速いビジー音。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、15秒後にアナンシエータ、速いビジー
音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

コールピックアップグループ外のデスクフォンによるコールピックアップ

コールピックアップグループ外のデスクフォンからコールピックアップを試みているユーザ。

会話ウィンドウは少しの間表示されます。ユーザがコールピックアップグループのメンバーでな

い場合は、そのユーザによるコールピックアップ機能の使用を設定しないでください。

オリジナルの受信者情報が使用不可

CiscoUnified CommunicationsManagerの [自動コールピックアップ有効（AutoCall Pickup Enabled）]
設定が trueに設定されている場合、コールをソフトフォンモードでピックアップすると、クライ
アントで受信者情報を使用できなくなります。設定が falseの場合は、受信者情報を利用できま
す。

コールピックアップグループの設定

コールピックアップグループ機能により、ユーザは自分のグループ内の着信コールをピックアッ

プできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 コールピックアップグループの情報を入力します。

a) コールピックアップグループに対して一意の名前を指定します。
b) コールピックアップグループに対して一意の電話番号を指定します。
c) 説明を入力します。
d) パーティションを選択します。

ステップ 5 （任意） [コールピックアップグループの通知設定（Call Pickup Group Notification Settings）]セ
クションで、音声通知または視覚的通知を設定します。

a) 通知ポリシーを選択します。
b) 通知タイマーを指定します。

コールピックアップグループの通知設定の詳細については、関連するCiscoUnifiedCommunications
Managerのマニュアルでコールピックアップに関するトピックを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

電話番号の割り当て

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。コールピックアップグループに割り

当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グループコールピックアップ、他のグルー

プピックアップ、ダイレクトコールピックアップを使用できます。

はじめる前に

電話番号にコールピックアップグループを割り当てる前に、コールピックアップグループを作

成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]インターフェイ
スを開きます。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

• [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択し、電話番号
を検索して選択し、[コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup
Settings）]エリアで、コールピックアップグループのドロップダウンリストからコールピッ
クアップグループを選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、電話を検索して選択し、[関連付け情報
（Association Information）]リストで、コールピックアップグループを割り当てる電話番号
を選択します。

ステップ 3 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]を選択します。

他のコールピックアップの設定

他グループピックアップ機能を使用すると、ユーザは関連グループの着信コールをピックアップ

できます。ユーザが [他グループ（Other Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications
Managerは関連グループ内の着信コールを自動的に検索し、コール接続を実行します。

はじめる前に

開始する前に、コールピックアップグループを設定してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 コールピックアップグループを選択します。

[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [関連付け先コールピックアップグループ情報（Associated Call Pickup Group Information）]セク
ションでは、以下を実行できます。

•コールピックアップグループを検索し、現在関連付けられているコールピックアップグ
ループに追加する。
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•関連付けられているコールピックアップグループの順序を変更する、またはコールピック
アップグループを削除する。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ダイレクトコールピックアップの設定

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、着信コールを直接ピックアップできます。

ユーザはクライアントに電話番号を入力し、[ピックアップ（Pickup）]を選択します。CiscoUnified
Communications Managerは関連するグループメカニズムを使用して、ユーザがダイレクトコール
ピックアップ機能を使って着信コールをピックアップできるかどうかを制御します。

ダイレクトコールピックアップを有効にするには、ユーザの関連グループに電話番号が属する

ピックアップグループを含める必要があります。

ユーザがこの機能を起動し、着信コールをピックアップする電話番号を入力すると、ユーザは指

定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが電話番号が属するコールピックアッ

プグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。

手順

ステップ 1 コールピックアップグループを設定し、関連グループを追加します。関連グループのリストには

10グループまで含めることができます。
詳細については、他のグループピックアップ機能に対するピックアップグループの定義に関する

トピックを参照してください。

ステップ 2 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にして、ダイレクトコールピックアップで
コールに自動的に応答するようにします。

詳細については、自動コールピックアップの設定に関するトピックを参照してください。

自動コールピックアップ

Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にすると、コールピックアップ、グループ
ピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコールピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが電
話で適切なピックアップを選択すると、ユーザのピックアップグループ、他のピックアップグ

ループ、またはユーザのグループに関連付けられているピックアップグループ内の着信コールに

ユーザを自動的に接続します。この処理に必要なのは 1回のキーストロークだけです。

自動コールピックアップ機能はユーザのグループ内の着信コールにユーザを接続します。ユーザ

がクライアントで [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications Manager
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はグループ内の着信コールを検索し、コール接続を実行します。自動化が有効になっていない場

合、ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答し、コール接続を確立する必要
があります。

グループコールピックアップ自動化機能は、他のピックアップグループ内の着信コールにユー

ザを接続します。ユーザは他のピックアップグループのグループ番号を入力し、クライアントで

[ピックアップ（Pickup）]を選択します。ピックアップグループ番号を受信すると、CiscoUnified
Communications Managerはコール接続を実行します。グループコールピックアップ自動化機能が
有効になっていない場合は、他のピックアップグループのグループ番号にダイヤルして、クライ

アントで [ピックアップ（Pickup）]を選択し、コールに応答して接続を確立します。

他のグループピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ内の

着信コールにユーザを接続します。ユーザは、クライアントで [その他のピックアップ（Other
Pickup）]を選択します。Cisco Unified Communications Managerは関連付けられているグループ内
の着信コールを管理者が [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]
ウィンドウに入力した順序で検索し、コールが見つかるとコール接続を実行します。自動化が有

効になっていない場合、ユーザは [その他のピックアップ（Other Pickup）]を選択し、コールに応
答してコール接続を確立する必要があります。

ダイレクトコールピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ

内の着信コールにユーザを接続します。ユーザは鳴っている電話の電話番号を入力し、クライア

ントで [ピックアップ（Pickup）]を選択します。電話番号を受信すると、Cisco Unified
Communications Managerはコール接続を実行します。ダイレクトコールピックアップ自動機能が
有効になっていない場合、ユーザは鳴っている電話の電話番号にダイヤルして、[ピックアップ
（Pickup）]を選択します。すると、ユーザの電話でコールが鳴るので、それに応答して接続を確
立する必要があります。

コールピックアップの詳細については、Cisco Unified Communications Managerの関連するマニュ
アルを参照してください。

自動コールピックアップの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択し、次に、[サービス（Service）]ド
ロップダウンリストから [Cisco Call Manager]サービスを選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能：コールピックアップ）（ClusterwideParameters（Feature -Call
Pickup）]セクションで、[自動コールピックアップの有効化（Auto Call Pickup Enabled）]に対し
て次のいずれかを選択します。

• true：自動コールピックアップ機能は有効になります。
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• false：自動コールピックアップ機能は有効になりません。これがデフォルト値です。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

常設チャットルーム

パーシステントチャットの設定

クライアントでパーシステントチャットを使用できるようにするには、先に Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスでパーシステントチャットを有効にして設定す
る必要があります。

はじめる前に

バーシステントチャットは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス 10.0以
降でのみ利用できます。

パーシステントチャット機能をサポートするために必要なデータベース設定については、ご使用

のリリースの『Database Setup for IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。このタスクを続行する前に、データベース設定を実行する必要があります。

パーシステントチャットでは、ローカルチャットメッセージのアーカイブを有効にする必要が

あります。ローカルチャットメッセージのアーカイブは、Cisco Unified Communications Manager
IM and Presenceサービスの [クライアントでのインスタントメッセージ履歴のログ記録を可能にす
る（Allow clients to log instant message history）]設定を使用して有効にします。詳細については、
「メッセージの設定の有効化」トピックを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [グループチャットとパーシステントチャット（Group Chat and
Persistent Chat）]と選択します。

ステップ 3 [パーシステントチャットの有効化（Enable Persistent Chat）]を選択します。

ステップ 4 [キャパシティの設定（Occupancy Settings）]セクションの [同時にルームに入れるユーザ数（How
many users can be in a room at one time）]と [同時にルームに入れる非表示ユーザ数（How many
hidden users can be in a room at one time）]が、ゼロ以外の同一の値であることを確認します。

ステップ 5 ご使用のパーシステントチャット展開に合わせて残りの設定を行います。次の表のパーシステン

トチャット設定をお勧めします。
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注記推奨値パーシステントチャット設定

無効（Disabled）プライマリグループチャットサーバのエイ

リアスをシステムで自動的に管理する

（System automaticallymanages primary group
chat server aliases）

有効（Enabled）パーシステントチャットの有効化（Enable
Persistent Chat）

この値は、現在パーシステント

チャットに使用されていませ

ん。

管理者指定

（Administrator
Defined）

すべてのルームの参加および終了をアーカ

イブ（Archive all room joins and exits）

有効（Enabled）すべてのルームメッセージのアーカイブ

（Archive all room messages）

シスコでは、Enterprise環境に
Cisco Unified Personal
Communicatorが導入されてい
るのでない限り、[有効
（Enabled）]を推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

グループチャットのシステム管理者のみの

パーシステントチャットルームの作成を許

可する（Allow only group chat system
administrators to create persistent chat rooms）

管理者指定

（Administrator
Defined）

許可されるパーシステントチャットルーム

の最大数（Maximumnumber of persistent chat
rooms allowed）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続数（Number of connections
to the database）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続のハートビート間隔

（秒）（Database connection heartbeat interval
(seconds)）

デフォルト値

（Default Value）
パーシステントチャットルームのタイムア

ウト値（分）（Timeout value for persistent
chat rooms (minutes)）

デフォルト値

（Default Value）
許可されるルームの最大数（Maximum
number of rooms allowed）

無効（Disabled）デフォルトではルームはメンバ専用です

（Rooms are for members only by default）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルームをメンバ専用

にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not rooms are for
members only）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）他のユーザをメンバ専用ルームに招待でき

るのはモデレータのみです（Only
moderators can invite people to members-only
rooms）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、他のユーザをメンバ

専用ルームに招待できるのはモデレータに

限定するかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not only
moderators can invite people to members-only
rooms）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ユーザは自分自身をメンバとしてルームに

追加できます（Users can add themselves to
rooms as members）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ユーザが自分自身を

メンバとしてルームに追加できるようにす

るかどうかを変更できます（Room owners
can change whether users can add themselves
to rooms as members）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルーム内にいないメンバや管理者がルーム

に表示されたままです（Members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルーム内にいないメ

ンバや管理者がルームに表示されたままに

するかどうかを変更できます（Roomowners
can changewhether members and administrators
who are not in a room are still visible in the
room）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームは古いクライアントと下位互換性が

あります（Rooms are backwards-compatible
with older clients）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームが古いクライ

アントと下位互換性があるかようにするど

うかを変更できます（Room owners can
change whether rooms are
backwards-compatible with older clients）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームは匿名です（Rooms
are anonymous by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームを匿名にする

かどうかを変更できます（Roomowners can
change whether or not rooms are anonymous）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
他のユーザをルームに招待できるユーザの

最低参加レベル（Lowest participation level
a user can have to invite others to the room）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、他のユーザをルーム

に招待できるユーザの最低参加レベルを変

更できます（Room owners can change the
lowest participation level a user can have to
invite others to the room）

シスコはデフォルト値を使用す

ることを推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れるユーザ数（Howmany
users can be in a room at one time）

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れる非表示ユーザ数

（How many hidden users can be in a room at
one time）

デフォルト値

（Default Value）
デフォルトのルームの最大キャパシティ

（Default maximum occupancy for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、デフォルトのルーム

の最大キャパシティを変更できます（Room
owners can change default maximumoccupancy
for a room）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

デフォルト値

（Default Value）
ルーム内からプライベートメッセージを送

信できるユーザの最低参加レベル（Lowest
participation level a user can have to send a
private message from within the room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、ルーム内からプライ

ベートメッセージを送信できるユーザの最

低参加レベルを変更できます（Roomowners
can change the lowest participation level a user
can have to send a private message from within
the room）

モデレータ

（Moderator）
ルームの話題を変更できるユーザの最低参

加レベル（Lowest participation level a user
can have to change a room's subject）

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームの話題を変更

できるユーザの最低参加レベルを変更でき

ます

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）メッセージからすべての XHTMLフォー
マットを削除（Remove all XHTML
formatting from messages）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、XHTMLフォーマッ
トの設定を変更できます（Roomowners can
change XHTML formatting setting）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームの議論を管理

（Rooms are moderated by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームオーナーは、デフォルトでルームを

モデレータ管理ルームにするかどうかを変

更できます（Room owners can change
whether rooms are moderated by default）

デフォルト値

（Default Value）
アーカイブから取得できるメッセージの最

大数（Maximum number of messages that can
be retrieved from the archive）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

15～50の値を推奨します。[デ
フォルトでチャット履歴に表示

されるメッセージ数（Number
of messages in chat history
displayed by default）]設定は、
常設チャットルームに遡及的

に適用されません。設定を変更

する前に作成されたルームで

は、もともと設定されていた値

がそのまま使用されます。

管理者指定

（Administrator
Defined）

デフォルトでチャット履歴に表示される

メッセージ数（Number of messages in chat
history displayed by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーはチャット履歴に表示さ

れるメッセージ数を変更できます（Room
owners can change the number of messages
displayed in chat history）

パーシステントチャットルームは、作成時に設定を継承します。部屋の作成後に変更

された値は、変更が適用された後に作成されたルームだけに適用されます。

（注）

次の作業

パーシステントチャットのクライアント固有のパラメータが設定されていることを確認します。

詳細については、「クライアントパラメータ」を参照してください。

チャットルームでのファイル転送を有効にします。詳細については、「グループチャットとチャッ

トルームのファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してください。

常設チャットルームの管理とモデレータ管理

（注） •常設チャットルームとその管理は、オンプレミス展開専用です。

•モバイルクライアントでは常設チャットルームが使用できません。

ルームの作成、モデレータの委任、メンバーの指定を行うことで、Jabberクライアントから常設
チャットルームを管理します。ルームを作成するノードは自動的に作成されます。ただし、上書

きや、特定のノードの指定が可能です。管理者およびモデレータは常設チャットルーム内の特権

ユーザです。Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサーバ上で管理者になっている
サービスノードの常設チャットルームを管理できます。
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管理者機能

管理者は、ハブクライアントウィンドウの [パーシステントチャット（Persistent Chat）]の [すべ
てのルーム（All Rooms）]タブから次のタスクを実行できます。

•ルームの作成。ルームを作成すると、作成者は自動的にルーム管理者になります。

•チャットルームの最大 30名のモデレータ（ルームのオーナーになる）の定義および変更

•ルーム名の指定および変更。

•ルームの最大参加者数の定義。この数は、すでにルームに参加している参加者数未満にはで
きません。

•ルームメンバーの追加および削除。

•参加者のブロック、削除、および取り消し。

•ルームの破棄（サーバから削除されますが、履歴は削除されません）。

モデレータの機能

管理者によって、1つの常設チャットルームごとに最大 30名のモデレータを定義できます。モデ
レータは次のタスクを実行できます。

•ルームの主題の変更

•メンバーの編集（追加、削除、入出禁止など）

ルームの作成

ルームを作成するときに、次の種類の情報を入力できます。

•ルーム名（必須、最大 200文字）

•説明

•ルームのタイプ（パブリックまたは限定的）

ルームのタイプを定義した後は、変更できません。

• [マイルーム（My Rooms）]タブにルームを追加かするかどうかの指定（デフォルトではオ
フ）

•最大 30名のモデレータ（ルームの司会をするために有効な Jabber IDを持っている必要のあ
る人物）の追加

•ルームパスワード

ルームを作成すると、そのルームにすぐにまたは後でメンバーを追加するためのオプションが表

示されます。使用可能なルームのリストに新しいルームを表示するために、[すべてのルーム（All
Rooms）]リストを更新します。
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常設チャットルームパスワードの有効化

パスワード保護された常設チャットルームは、ユーザが Jabberセッション内のルームに入るとき
に、パスワードを入力する必要があることを意味します。パスワード保護されたルームは XMPP
標準機構の XEP-0045仕様に準拠しています。

手順

ステップ 1 ルームのパスワードを設定するには、ハブウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]タブか
ら、[すべてのルーム（All rooms）] > [新しいルーム（New room）] > [パスワード（Password）]の
順に選択します。

ステップ 2 ルームのパスワードを変更するには、チャットルームを開いて、[ルームの編集（EditRoom）]を
クリックし、[パスワード（Password）]を選択してから、パスワードを編集して保存します。

カスタム埋め込みタブ
カスタム埋め込みタブは、クライアントインターフェイスで HTMLコンテンツを表示します。
Cisco Jabberのカスタム埋め込みタブ定義を作成する方法について説明します。

カスタム埋め込みタブの定義

カスタム組み込みタブは jabber-config.xmlファイルを使用してしか設定できません。次の
XMLスニペットに、カスタムタブ定義の構造を示します。
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="" preload="">
<tooltip></tooltip>
<icon></icon>
<url></url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>

次の表は、カスタム埋め込みタブ定義のパラメータについて説明します。

説明パラメータ

カスタム埋め込みタブのすべての定義が含まれます。

値にはすべてのカスタムタブ定義が含まれます。

browser-plugin

カスタム埋め込みタブの 1つの定義が含まれます。page
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説明パラメータ

コンテンツが更新されるタイミングを制御します。

• true：ユーザがタブを選択するたびに、コンテンツが更新されま
す。

• false（デフォルト）：ユーザがクライアントを再起動するか、ま
たはサインインしたときに、コンテンツが更新されます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

refresh

コンテンツがロードされるタイミングを制御します。

• true：クライアントの起動時にコンテンツがロードされます。

• false（デフォルト）：ユーザがタブを選択したときにコンテンツ
がロードされます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

preload

カスタム埋め込みタブのマウスオーバーテキストを定義します。

このパラメータはオプションです。マウスオーバーテキストを指定

しない場合、クライアントは Custom tabを使用します。

値は Unicode文字の文字列です。

tooltip

タブのアイコンを指定します。次のように、ローカルアイコンまたは

ホステッドアイコンを指定できます。

•ローカルのアイコン：次のように URLを指定します。
file://file_path/icon_name

•ホステッドアイコン：次のように URLを指定します。
http://path/icon_name

Microsoft Internet Explorerでレンダリング可能であれば、.JPG、.PNG、
および .GIF形式を含むどのアイコンでも使用できます。

このパラメータはオプションです。アイコンが指定されていない場

合、クライアントはHTMLページからお気に入りアイコンをロードし
ます。お気に入りアイコンが使用できない場合、クライアントはデ

フォルトのアイコンをロードします。

icon
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説明パラメータ

埋め込みタブのコンテンツが格納される URLを指定します。

クライアントは Internet Explorerのレンダリングエンジンを使用して
埋め込みタブのコンテンツを表示します。そのため、InternetExplorer
でサポートされているコンテンツを指定できます。

クライアントは Internet Explorerバージョン 9以前をサポー
トします。ワークステーションに Internet Explorerバージョ
ン 9より後のバージョンがインストールされている場合、
クライアントはバージョン 9モードで Internet Explorerを使
用します。

（注）

このパラメータは必須です。

URL

ユーザのカスタムタブ

ユーザはクライアントユーザインターフェイスを介して独自のカスタム埋め込みタブを作成でき

ます。

ユーザによるカスタム埋め込みタブの作成を有効にする必要があります。次のようにして、設定

ファイルの AllowUserCustomTabsパラメータの値に trueを設定します。
<Options>
<AllowUserCustomTabs>true</AllowUserCustomTabs>

</Options>

ユーザのカスタム組み込みタブは、デフォルトで trueに設定されます。（注）

カスタムアイコン

最適な結果を得るには、カスタムアイコンは次のガイドラインに準拠する必要があります。

•寸法：20 X 20ピクセル

•透明な背景

• PNGファイル形式

カスタムタブからのチャットとコール

プロトコルハンドラを使用し、カスタム埋め込みタブからチャットやコールを開始できます。

チャットを開始するには、XMPP:または IM:プロトコルハンドラを使用します。
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音声通話やビデオ通話を開始するには、TEL:プロトコルハンドラを使用します。

UserID トークン
${UserID}トークンを urlパラメータの値の一部として指定できます。ユーザがサインインする
と、クライアントにより、${UserID}トークンがログインしたユーザのユーザ名に置き換えられ
ます。

また、クエリー文字列に ${UserID}トークンを指定することもできます（例：
www.cisco.com/mywebapp.op?url=${UserID}）。

ヒント

次の例は、${UserID}トークンの使用方法を示しています。

1 カスタム埋め込みタブで次の内容を指定します。

<url>www.cisco.com/${UserID}/profile</url>

2 Mary Smithがサインインします。Maryのユーザ名は msmithです。

3 クライアントにより、${UserID}トークンが次のようにMaryのユーザ名に置き換えられま
す。

<url>www.cisco.com/msmith/profile</url>

JavaScript 通知
カスタム埋め込みタブに JavaScript通知を実装できます。ここでは、JavaScript通知用にクライア
ントが提供するメソッドについて説明します。また、通知のテストに使用できる JavaScriptフォー
ムの例についても説明します。非同期サーバコールに対する JavaScript通知の実装方法と他のカ
スタム実装に関する説明は、このマニュアルでは取り扱いません。詳細については、該当する

JavaScriptのマニュアルを参照してください。

通知メソッド

クライアントには、JavaScript通知の次のメソッドを提供するインターフェイスが含まれていま
す。

• SetNotificationBadge：クライアントから JavaScriptでこのメソッドを呼び出します。このメ
ソッドの文字列の値は、次のいずれかになります。

•空：空の値にすると、既存の通知バッジすべてが削除されます。

• 1～ 999の数字

• 2桁の英数字の組み合わせ（例：A1）

• onPageSelected()：ユーザがカスタム組み込みタブを選択すると、クライアントはこのメソッ
ドを呼び出します。
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• onPageDeselected()：ユーザが別のタブを選択すると、クライアントはこのメソッドを呼び出
します。

• onHubResized()：ユーザがクライアントハブウィンドウをサイズ変更または移動すると、ク
ライアントはこのメソッドを呼び出します。

• onHubActivated()：クライアントハブウィンドウがアクティブになると、クライアントはこ
のメソッドを呼び出します。

• onHubDeActivated()：クライアントハブウィンドウが非アクティブになると、クライアント
はこのメソッドを呼び出します。

カスタムタブでのプレゼンスの登録

次の JavaScript関数を使用して、連絡先のプレゼンスを登録し、クライアントからプレゼンスの更
新情報を受信することができます。

• SubscribePresence()：このメソッドにユーザの IMアドレスを使用してストリング値を指定し
ます。

• OnPresenceStateChanged：このメソッドを使用すると、ユーザは連絡先のプレゼンスに関して
クライアントから更新情報を取得できます。文字列として次の値のいずれか 1つを指定でき
ます。

• IMアドレス

•基本プレゼンス（Available（対応可）、Away（不在）、Offline（オフライン）、DoNot
Disturb（着信拒否））

•高度なプレゼンス（会議中、コール中、カスタムプレゼンス状態）

連絡先リストに含まれていない人物のプレゼンスを登録すると（一時プレゼンスサブスクリ

プション）、その登録は 68分後に期限切れになります。登録が期限切れになった後、プレゼ
ンスの更新情報を受信し続けるには、その人物のプレゼンスを再登録する必要があります。

（注）

Custom タブでのロケール情報の取得

次の JavaScript関数を使用すると、連絡先の現在のロケール情報をクライアントから取得できま
す。

• GetUserLocale()：このメソッドを使用して、クライアントにロケール情報を要求できます。

• OnLocaleInfoAvailable：このメソッドを使用して、クライアントからロケール情報を取得で
きます。クライアントのロケール情報を含む文字列値を使用できます。
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JavaScript の例

次のコードは、1～ 999の数字を入力できるフォームを JavaScriptを使用して表示する、HTML
ページの例を示しています。
<html>

<head>
<script type="text/javascript">

function OnPresenceStateChanged(jid, basicPresence,
localizedPresence)

{
var cell = document.getElementById(jid);
cell.innerText = basicPresence.concat(",

",localizedPresence);
}

function GetUserLocale()
{

window.external.GetUserLocale();
}

function SubscribePresence()
{

window.external.SubscribePresence('johndoe@example.com');
}

function OnLocaleInfoAvailable(currentLocale)
{

var cell = document.getElementById("JabberLocale");

cell.innerText = currentLocale;
}

function onHubActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "TRUE";

}

function onHubDeActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "FALSE";

}

function onHubResized()
{

alert("Hub Resized or Moved");
}

function OnLoadMethods()
{

SubscribePresence();
GetUserLocale();

}
</script>

</head>

<body onload="OnLoadMethods()">
<table>

<tr>
<td>John Doe</td>
<td id="johndoe@example.com">unknown</td>

</tr>
</table>
<table>

<tr>
<td>Jabber Locale: </td>
<td id="JabberLocale">Null</td>

</tr>
<tr>
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<td>Hub Activated: </td>
<td id="hubActive">---</td>

</tr>
</table>

</body>

</html>

この例の JavaScriptフォームをテストするには、前述の例を HTMLページにコピーしてから、そ
のページをカスタム埋め込みタブとして指定します。

カスタムタブでのコールイベントの表示

カスタムタブでコールイベントを表示するために次の JavaScript関数を使用できます。

OnTelephonyConversationStateChanged：テレフォニーサービスの APIは、クライアントがカスタ
ム埋め込みタブでコールイベントを表示できるようにします。カスタムタブに

OnTelephonyConversationStateChanged JavaScript関数を実装できます。クライアントはテ
レフォニーのカンバセーションの状態が変化するたびに、この関数を呼び出します。この関数は、

クライアントがコールイベントを取得するために解析する JSON文字列を受け入れます。

次のスニペットは、コールイベントを保持する JSONを示します。
{

"conversationId": string,
"acceptanceState": "Pending" | "Accepted| | "Rejected",
"state": "Started" | "Ending" | "Ended",
"callType": "Missed" | "Placed" | "Received" | "Passive" | "Unknown",
"remoteParticipants": [{participant1}, {participant2}, …, {participantN}],
"localParticipant": {
}

}

JSONの各参加者オブジェクトには、次のプロパティを含めることができます。
{

"voiceMediaDisplayName": "<displayName>",
"voiceMediaNumber": "<phoneNumber>",
"translatedNumber": "<phoneNumber>",
"voiceMediaPhoneType": "Business" | "Home" | "Mobile" | "Other" | "Unknown",
"voiceMediaState": "Active" | "Inactive" | "Pending" | "Passive" | "Unknown",

}

次に、この関数のカスタム埋め込みタブでの実装例を示します。この例では、stateと
acceptanceStateプロパティの値を取得し、これらの値をカスタムタブに表示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {
var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation id=" + conversation.conversationId);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);

}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

次に、この関数の考えられるすべてのフィールドでの実装例を示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {
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var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);
for (var i=0; i<conversation.remoteParticipants.length; i++) {
console.log("conversation remoteParticipants[" + i + "]=");
console.log("voiceMediaDisplayName=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaDisplayName);
console.log("voiceMediaNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaNumber);
console.log("translatedNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].translatedNumber);
console.log("voiceMediaPhoneType=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaPhoneType);
console.log("voiceMediaState=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaState);
}
console.log("conversation localParticipant=");
console.log(" voiceMediaDisplayName=" +

conversation.localParticipant.voiceMediaDisplayName);
console.log(" voiceMediaNumber=" + conversation.localParticipant.voiceMediaNumber);

console.log(" translatedNumber=" + conversation.localParticipant.translatedNumber);

console.log(" voiceMediaPhoneType=" +
conversation.localParticipant.voiceMediaPhoneType);

console.log(" voiceMediaState=" + conversation.localParticipant.voiceMediaState);
}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

カスタム埋め込みタブの例

次に、1つの埋め込みタブを含む設定ファイルの例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh ="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://www.cisco.com/web/fw/i/logo.gif</icon>
<url>www.cisco.com</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>
</config>

自動更新の設定
自動更新を有効にするには、HTTPサーバ上のインストールパッケージの URLなどの最新バー
ジョンに関する情報を含む XMLファイルを作成します。ユーザがサインインしたとき、コン
ピュータをスリープモードから再開したとき、または [ヘルプ（Help）]メニューから手動更新要
求を実行したとき、クライアントは XMLファイルを取得します。
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インスタントメッセージおよびプレゼンス機能にCiscoWebExMessenger Serviceを使用する場
合は、Cisco WebEx管理ツールを使用して自動更新を設定する必要があります。

（注）

はじめる前に

• XMLファイルとインストールパッケージをホストするために、HTTPサーバをインストール
して設定します。

•ワークステーションにソフトウェアアップデートをインストールできる権限がユーザにある
ことを確認します。

ユーザがワークステーションに対する管理権限を持っていない場合は、MicrosoftWindowsが
更新インストールを停止します。インストールを完了するには、管理者権限でログインする

必要があります。

手順

ステップ 1 ご使用の HTTPサーバで更新インストールプログラムをホストします。

ステップ 2 任意のテキストエディタを使用して更新の XMLファイルを作成します。
自動アップデートの XMLファイルには、次の構造があります。

<JabberUpdate>
<App name=”JabberWin”>

<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>10.5.x</LatestVersion>
<Mandatory>true</Mandatory>
<Message>

<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the
following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"
href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.

</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

ステップ 3 XMLで次のように値を指定します。

• name：App要素の name属性の値として次の IDを指定します。

• JabberWin：更新は Cisco Jabber for Windowsに適用されます。

• JabberMac：更新は Cisco Jabber for Macに適用されます。

• LatestBuildNum：更新のビルド番号。

• LatestVersion：更新のバージョン番号。
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• Mandatory：（Windowsクライアントのみ）Trueまたは False。画面の指示に従って、ユー
ザがクライアントバージョンをアップグレードする必要があるかどうかを決定します。

• Message：次の形式の HTML。

<varname astX:md="true" astX:sn="00000023WIH62E4EA10206C10F97E0B65YZ">your_html</varname>

• DownloadURL：HTTPサーバ上のインストールパッケージの URL。

Cisco Jabber for Macの場合、URLファイルは次の形式にする必要があります。
Cisco-Jabber-Mac-version-size-dsaSignature.zip

例：

以下は自動更新の XMLの例です。
<JabberUpdate>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.x</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the following:</b><ul><li>Feature
1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

例：

以下は自動更新のXMLの例です。これは、Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Macの両方
に該当します。

<JabberUpdate>
<App name="JabberMac">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.6.1</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the following:</b><ul><li>Feature
1</li><li>Feature 2</li>
</ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.
</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/Cisco-Jabber-Mac-9.6.1-12345-MrbCdd.zip</DownloadURL>

</App>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.0</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the following:</b><ul><li>Feature
1</li><li>Feature 2
</li></ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.
</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi
</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

ステップ 4 更新の XMLファイルを保存して閉じます。

ステップ 5 HTTPサーバ上で更新 XMLファイルをホストします。

ステップ 6 コンフィギュレーションファイル内のUpdateUrlパラメータの値として更新XMLファイルのURL
を指定します。
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ログイン時のチャットの復元
この機能を使用すると、開いているチャットセッションを次回のサインイン時に復元するかどう

かを指定できます。これは 1：1チャットにのみ適用されます。

この機能は RestoreChatOnLoginパラメータを使用して設定されます。このパラメータが trueの場
合、クライアントの [全般（General）]タブにある [開いている会話を記憶する（Remembermyopen
conversations）]チェックボックスが選択されます。このチェックボックスは、ユーザが初めて
Cisco Jabberにサインインした際に、デフォルトでオフになっています。

このパラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応する『Parameter Reference Guide』を
参照してください。
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